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ATDO（支援技術開発機構）について
• ATDOは、障害者や高齢
者の情報へのアクセス
とコミュニケーション
に関わる分野における、
支援技術(DAISYやアク
セシブルなEPUBなど）
とユニバーサルデザイ
ンの開発、またそれを
活用した支援を国内外
で行っています。



事業の背景
•「障害のある児童及び生徒のための教科用特定図書等の普及の
促進等に関する法律」（通称「教科書バリアフリー法」）の一
部を改正する法律が、2024（令和6）年6月19日付けで公布され、
7月19日から施行された。

•これまで、障害のある児童生徒だけが使うために著作権法33条
で著作権を制限して作られているデイジー教科書を日本障害者
リハビリテーション協会がコーディネートするデイジー教科書
製作団体のネットワークのボランティア団体や非営利団体によ
り製作、提供していたが、「日本語に通じない児童生徒」にも
提供できるようになった。

• 2025年9月にサートラスより本プロジェクト助成の採択



事業の目的

教科書バリアフリー法の改正を受け、この改正の周知とデイジー

教科書の活用について、教育委員会、教員、学習において日本語

の教科書を読めない外国にルーツのある児童生徒、両親、支援者

などに積極的に進めるため、一般社団法人授業目的公衆送信補償

金等管理協会（SARTRAS）の共通目的基金の助成を受けてプロ

ジェクトを立ち上げた。



事業実施内容（2024年10月-2025年3月）



１．有識者委員会の開催
• オンラインと対面で４回開催

• 委員（敬称略）：

小澤 亘 （立命館大学 名誉教授）
濱田 滋子 （NPO法人 NaD 理事長）
板橋 友紀子 （世田谷マルチメディアDAISYの会 代表）
吉広 賢史 （公益財団法人 日本障害者リハビリテーション協会 情報

センター 副センター長）
齋藤 ひろみ （東京学芸大学 教育学部 日本語・日本文学研究講座 教授）
村上 自子 （NPO法人 おおさかこども多文化センター 副理事長）
河村 宏 （委員長、国際DAISYコンソーシアム 理事）

• オブザーバー：
前畑 啓太郎 （文部科学省 初等中等教育局 教科書課 課長補佐）
谷口 実孔 （文部科学省 初等中等教育局 教科書課 教科用特定

図書普及促進係 係長）



２．プロジェクトのウェブページの立ち上げ

•プロジェクトに関する様々な情報と記録を掲載
• https://www.atdo.jp/1651



３．2025年2月23日講演会（大阪）の実施

• 講演会名：「マルチメディアデイジー教科書を使ってみよう―教科
書を読むことが難しい児童生徒の学びを保障するためにー」
• 文部科学省、大阪市教育委員会、日本DAISYコンソーシアムの後援を
受けて、2025年2月23日(日)に大阪教育大学天王寺キャンパスで開催
した。
• 対象者：教員の方、特別支援教育や日本語教育に関わる方、教員を
目指す学生の方、ご興味のある一般の方
• 大阪市教育委員会との連携により多くの教員を含む130人の参加者
• 多くの方々に本講演を見ていただけるように当日の録画動画を公開
した。（https://www.youtube.com/playlist?list=PLx-
miD5jltEh9SYoT03WSaLIY1d78G77I）
• 講演会の前日、デイジー図書について当事者と両親に紹介



４．2025年2月23日講演会のYoutube公開

Youtubeに掲載した講演会「マルチメディア・デイジー教科書を使ってみよう」記録目次

１．開会 河村 宏（NPO法人支援技術開発機構 副理事長）

２．教科書バリアフリー法改正について（行政報告）

前畑啓太郎（文部科学省初等中等教育局教科書課課長補佐）

３．外国人児童生徒等の教科書使用上の困難軽減のための支援―検討会議の議論を受けて

齋藤ひろみ（東京学芸大学教育学部日本語・日本文学研究講座教授）

４．多様な児童生徒の学びの保障―学びにくさを持つ子へのICTを活用した支援―
井上賞子（松江市立島根小学校教諭）

５．大阪市におけるデイジー教科書の活用

安田加弥氏（大阪市教育委員会事務局指導部インクルーシブ教育推進担当指導主事）

６．マルチメディア・デイジー教科書の一般申請について

吉広賢史氏（公財・日本障害者リハビリテーション協会情報センター副センター長）

７．全体を通じた質疑応答とまとめ（閉会）河村 宏(NPO法人支援技術開発機構副理事長)



５．講演会記
録ビデオの多
言語活用

•Youtubeの「設定」を使っ
て再生速度（25%から
200%の間を選べる）を適
当に選ぶ

•「字幕」をon

•「翻訳」を自分の好みの
言語に設定



６．講演会記録Webサイトの自動翻訳による多言語活用



７．記録Webサイトの概要欄を用いたキーワード検索

右に示す講演会記録
Webサイトのスク

リーンショットには、
まだ「チャプター機
能」を用いた目次が
無いが、これに今後
詳細な目次を加えて、
目次内のキーワード
がインターネット検
索でヒットするよう
にして、コンテンツ
の普及を図る。



８.2025年3月19日事業報告会（シンポジウム）開催

• 「⽇本語に通じない児童⽣徒」へのデイジー教科書の利⽤促進の取
り組みについて」のシンポジウム（事業報告会）
• 支援技術開発機構主催で戸山サンライズ大研修室で開催
• 対象者：教員の方、特別支援教育や日本語教育に関わる方、教員を
目指す学生の方、支援者、当事者およびその保護者、ご興味のある
一般の方

• 有識者委員会委員および文部科学省教科書課担当者による「課題と
本事業の成果の整理」、および今後の取り組みについてのパネル
ディスカッションを予定

• 報告会内容はYoutubeおよび報告書で公開する
• デイジー教科書等読書体験会を事業報告会の前に開催



９．マルチメディアデイジー教科書の利用申
請資料の多言語化

•マルチメディアデイジー教科書の利用申請は、日本障害者リハ
ビリテーション協会の提供するホームページ「エンジョイ・デ
イジー」から行われる。申請内容の理解の一助となるよう、本
事業では、令和6年度版 マルチメディアデイジー教科書提供申
請書を以下の三言語に翻訳し、関係者に提供すると共に、デイ
ジー教科書の提供窓口を務める日本障害者リハビリテーション
協会情報センターと共有した。

•英語、中国語、ポルトガル語

以上


